
☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2017/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）
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一般校 支援学校 在宅 他施設 企業
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その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡
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内部障害

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A

聴覚・言語障害

計

障害支援区分 1  10  18  21  50  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

49.0 歳 ２障害重複 12 人 

○ 女 54.0 歳 

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男

３障害重複

13  12  7  5  11  50  計    1  1  

計

6  7  2  4  6  25  女  

男    1  1  7  5  5  1  

郵 便 番 号 594-0023 ホームページアドレス http://helenkeller.jp/

所　在　地 和泉市伯太町3丁目１３－５７ Eメールアドレス hkhkt@diary.ocn.ne.jp

TEL/FAX 0725-41-8191 0725-41-8191 設 置 年 月 日 平成6年4月1日

施設・事業所名 ＩＬ伯太 施設・事業の内容 施設入所支援、短期入所

法　人　名 (社福) 日本ヘレンケラー財団 利　用　定　員 施設入所（50名）、短期入所（4名）

2017/4/1現在

5  25  

50～54歳 55～59歳

①個性や人格を尊重し、利用者を中心に据えた、きめ細かなサービスの提供を行う（清潔・安心・安全な環境づくり）。
②利用者の実態に即した活動、個別支援の提供ができるよう、連携して業務遂行する（専門性に基づく、統一された支援の実施）。
③社会資源の活用を積極的に行い、社会参加の機会をできるだけ確保するよう努める。
④地域貢献活動を通じて地域との連携を図り、共に歩み発展する事業運営を進める。

①余暇・夜間の支援においては、2ヶ月に1回の自由外出、年1回の個人旅行（希望者のみ）で、ほぼ1対１の職員対応を行っている。またグ
ループでの旅行や年中行事もあり、施設外へ出ることや地域と触れ合う機会をもっている。　　②生活介護での支援では、施設外部に生活介
護事業所を設け、約15名の利用者が施設外での日中活動へ通所している。また施設内での活動では、自閉症の方へ特化した取り組みの他、2
グループに分けた活動を行っている。他には他事業所も参加しての音楽療法を行っている。　　③食事面では個別に栄養ケア計画を作成し、
医師・看護師・管理栄養士・支援員の施設全体で利用者の健康維持に努めている。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 60歳～



⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 41  1 1 2 1 3 1   50  

４.　日課

時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 3 階建

㎡

1 室 2 室

交番

公園

人
11.アクセス ﾊﾟﾁﾝｺ GS

線 駅 徒歩 25 分

線 駅 徒歩 分

線 駅 徒歩 分

スーパー

地下鉄○○駅1番出口を出て西に３００M。○○交差点
を北に５０M歩いたところにある○△ビルの４階です。

併設施設 なし 管理者兼務の別事業所あり

JR阪和 信太山

車椅子用トイレ あり 公衆電話 あり

運動場 なし 入浴設備 機械浴無し浴室有り

作業室 休養室

エレベーター あり 階段手摺 あり

最寄り駅からの略図

建物構造 鉄筋

敷地面積 3,408

建物延べ面積 1751.94

補足
（医療・送迎・
入浴について）

①入浴について…週４回の入浴サービスの他に、適時希望浴を設けているので、ほぼ毎日入浴サービスを提供してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　②日中活動について…施設外に生活事業所を設け、入所者のうち約15名が
通所している。約2,000円／月程度の工賃あり。

地域との連携

①地域に開かれた行事の実施（ミュージックケア、ＩＬ伯太フェスタ　盆踊り会）。
②地域での行事には、利用者が地域住民の一人として参加できるよう支援をする。
③関係諸機関とのネットワークを形成し、地域のニーズに応えていく。
④機関紙「花」の発行。

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会

医療体制 常勤看護師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス その他（補足欄に記載）

就労支援の内容 地域移行支援として、就労支援の活用を予定。

給食の提供 １日３食提供 作業工賃 支払っていない 送迎 実施していないが応相談 前年度平均工賃

その他活動
※上記記載の作業・販売は27年度から開設した施設外の生活介護事業所(管理者兼務)での作業で
す。施設では運動に取り組む班、創作活動に取り組む班、自閉傾向の強い方々へのワークシステ
ムの提供などの班別活動を行っています。

家族
会

組織していない

生活支援の内容
【生活支援】外出支援では、利用者の希望を尊重しながら、様々な場所で楽しく過ごせる機会を提供する。
【食事】個別に栄養ケア計画を作成し、医師、看護師、栄養士、支援職員の施設全体で利用者の健康維持に努める。
【環境の整備】利用者の身体状況に合わせた福祉用具等を取り入れ、移動や生活導線に合理的配慮を行う。

レクリェーショ
ン活動の内容

年中行事の他、2ヶ月毎の外出（職員とほぼ1対
1）、グループ旅行、個人旅行、月1回の陶芸（外
部講師）、喫茶コーナー（職員）など

クラブ活
動の有無

なし
クラブ活
動頻度と
内容

作業方法 受注作業が中心 作業内容
100円ショップで販売している消費の袋づめ作業。地域の野
外活動センターの清掃作業。
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品の販売

主に企業から加工賃
を得る
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信号

天王寺←←３０号線→→岸和田

信号

JR阪和線信太山駅


